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主な予定
Schedule

11月11日～24日 家族の週間

11月12日～25日 女性に対する暴力をなくす運動

11月18日 家族の日フォーラム（宮崎県宮崎市）

11月18日～19日 アジア太平洋交流事業シンポジウム（東京都）

11月27日 「女性のための霞が関特別講演」（上智大学四谷キャンパス）

11月29日 「女性のための霞が関特別講演」（早稲田大学戸山キャンパス）

12月1日 女性の活躍！長崎から、世界へ　～フィフティ・フィフティをめざして～　
みんなが元気になる、街を　世界を　創る（長崎県長崎市）

12月1日 自分を受け入れ自分を認め一歩踏み出す－「キキ」の魅力と自己肯定感
（津田塾大学）

12月9日 おとう飯シンポジウム
生活を楽しむ“お手軽”家事のすすめ（静岡県静岡市）

平成31年1月31日 「女性のための公務研究セミナー」（京都大学百周年時計台記念館）

平成31年2月8日 「女性のための公務研究セミナー」（お茶の水女子大学）

御挨拶�
Greeting

内閣特命担当大臣�
（男女共同参画）
女性活躍担当大臣
片山 さつき

Katayama Satsuki

　10月2日に発足した第4次安倍改造内閣において、男女共同参画・女性活
躍の担当大臣を拝命いたしました片山さつきです。
　女性活躍の推進と男女共同参画社会の実現は、社会・経済の多様性と活
力を高める観点から極めて重要であり、引き続きしっかりと取り組むべき課題
です。
　すべての女性が、自らの希望に応じて、個性と能力を十分に発揮できる社
会の実現をめざし、女性役員候補者の育成を始め、指導的地位に占める女性
の割合の向上に取り組んでまいります。
　また、女性活躍推進法の施行後３年の見直しのほか、理工系女性人材の育
成、継続就業のための両立支援体制の整備、男性の意識や暮らし方の変革、
さらには、女性に対するあらゆる暴力の根絶に取り組んでまいります。
　さらに、女性がいきいきと暮らし、活躍できる魅力的な地域社会を創造して
いくことは、地域創生の鍵です。今回の内閣改造において、初めて「地方創生」
と「女性活躍」を同じ大臣が兼務することになり、そのシナジー効果も生かし
て一層の取組を進めたいと考えています。
　皆様の一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。



御挨拶
Greeting

内閣府副大臣
中根 一幸

　10月４日に第4次安倍改造内閣において内
閣府副大臣を拝命し、男女共同参画・女性活
躍を担当いたします中根一幸です。
　安倍内閣においては、これまで様々な取組
を進めてきた結果、我が国の女性活躍と男女
共同参画社会の実現は大きく前進しています。
この5年間で女性の就業者数が約200万人増
加し、第1子出産前後の女性就業継続率も上
昇しています。
　しかし、今後さらに女性活躍を推進してい
くためには、男女間の不合理な賃金格差、妊
娠や出産等各ライフステージにおける女性特
有の健康上の課題、セクシュアル・ハラスメ
ントを含む女性に対する暴力の問題など、女
性が直面する様々な困難の解消に向けたさら
なる取組が必要です。
　片山大臣のもと、舞立政務官とも力を合わ
せて取り組んでいきたいと思います。
　皆様のご支援、ご協力をどうぞよろしくお
願いします。Nakane Kazuyuki

御挨拶
Greeting

内閣府大臣政務官
舞立 昇治

　10月の第4次安倍改造内閣において内閣府
大臣政務官を拝命しました舞立昇治です。男
女共同参画と女性活躍を担当いたします。
　平成28年４月の女性活躍推進法の完全施
行から３年目、男女共同参画・女性活躍推進
の取組は、新たな段階に入っています。
　管理職への女性の登用や仕事と家庭生活の
両立などについて、企業の情報開示を拡大し
たり、企業がインセンティブをより感じられる
ように見直しの方向性を検討してまいります。
　また、「女性活躍加速のための重点方針
2019」も策定し、取組を加速してまいります。
　わたくしがこれまで取り組んできた地方創
生は、まさに女性活躍の推進と深くかかわっ
てきます。男女共同参画社会の実現・女性活
躍推進に向け、中根副大臣とともに、片山大
臣をお支えし、全力で取り組んでいきたいと
思います。どうぞよろしくお願いします。

Maitachi Shoji
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女性に対する暴力について

　女性に対する暴力（配偶者等から
の暴力、性犯罪、ストーカー行為、
売買春、人身取引、セクシュアルハ
ラスメントなど）は、女性の人権を侵
害するものであり、決して許されな
い行為です。女性が安心して暮らせ
る環境を整備することは、女性活躍
推進の大前提であり、政府は女性に
対する暴力の被害者支援を行うとと
もに、暴力を容認しない社会環境を
整備するための教育や啓発活動にも
力を入れています。 

女性に対する暴力をなくす運動 

　政府では、女性に対する暴力の予
防と根絶に向けて、毎年11月12日～
25日までの2週間、地方公共団体、
女性団体及びその他の関係団体との
連携・協力の下、「女性に対する暴力
をなくす運動」（平成13年男女共同参
画推進本部決定）を実施しています。 
　内閣府では毎年ポスターやリーフ
レットを作成し、国の関係機関や地
方公共団体等に配布しています。ま
た、いくつかの鉄道会社の駅構内に
おいてもポスターの掲示を行ってい
ます。 
　今年は俳優の東幹久さんを起用し、
セクハラの防止をテーマに、ポス
ター・リーフレットのほか、連動した
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 女性に対する暴力をなくす運動について
～女性に対する暴力の根絶に向けた取組～

男女共同参画局推進課暴力対策推進室

動画も作成しました。また今年も漫
画家の西原理恵子さんに、暴力に悩
んでいる方や若い女性に向けて、描
き下ろし漫画とメッセージをいただき
ました（4ページに掲載）。
　運動期間の初日である11月12日に
は、東京タワーや東京スカイツリー
が運動のイメージカラーであるパー
プルにライトアップされます。 
　このパープル・ライトアップには、
暴力根絶を呼びかけるとともに、被
害者に対して「ひとりで悩まず、まず
は相談を！」というメッセージが込め
られています。 
　今年も全国100か所以上のタワー
や城などでライトアップが行われる
予定です。
　この他、運動に合わせて、地方公
共団体等によるイベントや講演会等
も催されます。
　各地の行事予定はホームページに
掲載しています。もし、お近くでパー
プル・ライトアップをご覧になる機会
がありましたら、是非、SNS等を通
して、多くの方に「ひとりで悩まない
で」というメッセージを届けられるよ
うご協力をお願いいたします。
　そして、お近くのイベント等にもぜ
ひ参加してみてください。
（http://www.gender.go.jp/policy/
no_violence/no_violence_act/index.
html） 

セクハラを決めるのは、あな
たではない

　「あれ？今日の服かわいいね。俺、
好みだな」「痩せてきれいになった？」
「二人きりで食事に行かない？」「彼氏
いるの？結婚は？」
　皆さんはこのような会話を耳にし
たり、口にしたりしたことはありませ
んか。今年の動画やポスター等は、
セクハラになり得る言動を示して、「セ
クハラを決めるのは、あなたではな
い」とのメッセージを伝えています。
セクハラは受け手がどう感じたかが
重要なポイントとなります。容姿やプ
ライベートなどにかかわる言動を不
快に感じる人がいます。また上司や
部下の関係などから、相手が“イヤ”
と言えない場合があることを理解す
ることも大切です。相手に敬意を払
い、周囲にも配慮した言動を心がけ
てみてください。

パープル・ライトアップ
（東京スカイツリー・東京タワー）
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もし、あなたの大切な人から相談を
受けたら、専門機関への相談を勧め
てあげてください。

※相談窓口等に関しては5ページをご
参照ください。

Report

毎年11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。
漫画家の西原理恵子さんからの特に若い女性に向けたスペシャルメッ
セージとともに、女性に対する暴力の根絶に向けた政府の取組をご紹
介します。

身近に潜む暴力

　内閣府が平成29年度に実施した
「男女間における暴力に関する調査」
（20歳以上の男女5,000人を対象）に
よると、これまで結婚したことのある
人のうち、配偶者から「身体的暴行」、
「心理的攻撃」、「経済的圧迫」、「性的
強要」のいずれかについて、被害を
受けたことが『あった』と回答した人
は、女性が31.3％、男性が19.9％、「交
際相手がいた（いる）」という人のうち
交際相手から被害を受けたことが
『あった』と答えた人は、女性が
21.4％、男性が11.5％となっています。
　一方で、配偶者からの被害を受け
たことがあると答えた人に、被害の
相談の有無を聞いたところ、『相談し
た』と回答した人は、女性57.6％、男
性は26.9％でした。『相談しなかった』
と回答した人は全体で約半数
（48.9％）に上りました。
　相談しなかった人の主な理由は、
全体で『相談するほどのことではない
と思ったから』（58.2％）が一番多く、
次いで『自分にも悪いところがあると
思ったから』（34.3％）となっています。
他にも、『自分さえがまんすれば、な
んとかやっていけると思ったから』『恥
ずかしくてだれにも言えなかったか
ら』等がありました。
 　さらに配偶者からの被害を受けた
ときの相談先をみると、全体で『家族

や親戚に相談した』（28.0％）、『友人・
知人に相談した』（26.2％）が多く、『警
察への連絡・相談』は、わずか2.2％
でした。必ずしも、公的な相談機関
につながっていない状況が窺えます。
　問題を解決するには専門機関へ相
談することが一番の近道です。各窓
口では様々な知識を持った専門の職
員が、適切な対応を教えてくれます。
被害を拡大させないためにも、でき
るだけ早く専門機関へ相談すること
が大切です。もしかして…と思った
ら、ひとりで悩まず相談してください。

家族や親戚に相談した

友人・知人に相談した

職場・アルバイトの関係者に相談した

民間の専門家や専門機関に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

警察に連絡・相談した

公的な機関※（市役所など）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所）や
男女共同参画センターに相談した

法務局・地方法務局・人権保護委員に相談した

学校関係者に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

配偶者からの暴力の被害の相談先（複数回答）

28.0

26.2

4.6

2.3

3.4

2.2

1.2

0.9

0.5

0.3

1.7

4.0

48.9

（n=650 人、M.T.=124.2%）

※配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）、男女共同参画センター、警察、法務局･地方法務局・人権擁護委員
　以外の公的な機関を指す。
（備考）内閣府「男女間における暴力に関する調査」（平成 26 年）より作成

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（%）
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○暴力は様々――
　こんにちは。漫画家の西原理恵子
です。11月12日～25日は女性に対す
る暴力をなくす運動期間です。
　暴力にはいろいろな種類があるん
ですね。ただ殴られたりするだけが
暴力じゃないんです。怒鳴られたり、
セクハラされたり。ストーカーされた
り、売春を強要されたり。殴る以外
にもたくさんの暴力があることを皆さ
んに知っていただきたいと思います。

　また、恋人や元カレなど親しい人
からの暴力が非常に多いということ
も頭に入れておいてください。夫で
あると生活費を渡さないとか、彼氏

だと他の人との交際を制限されると
か、携帯を全部覗かれてしまうとか。
あなたの人格を否定したり、ものす
ごくひどいことを言ったり、小声でも
そうなんですよ。あなたがとてもつら
い思いをしたのなら、それはすべて
暴力になります。よく覚えておいてく
ださい。

○�今、若い皆さんに知ってほ
しい――

　そして私が今一番心を痛めている
のが、若い女の子が風俗や性的なも
ののターゲットになることです。特に
「JKビジネス」、本当に心が痛みます。
　初めは時給2000円とか3000円もら

えるからと、仲のいい男の子や女の
子に頼まれて断りきれず、さらに働く
うちに店員さんたちと仲良くなってし
まうと、どんどん断れなくなりますよ
ね。でもそれは恐ろしい性風俗や性

Special Feature

女性に対する暴力をなくす運動について
～女性に対する暴力の根絶に向けた取組～

我慢をするのは勇気ではありません。正しい知識はあなたの武器になる！
ひとりで悩まず、専門家に相談を。

西原 理恵子
漫画家

スペシャルメッセージ

さいばらりえこ／
　武蔵野美術大学卒業。88年デビュー。「毎日かあさん」で文化庁メディア芸術祭マンガ部門優秀賞や手塚治虫文化
賞短編賞。「いけちゃんとぼく」「上京ものがたり」など映像化作品、「この世でいちばん大事な『カネ』の話」「ダーリンは
70歳」「女の子が生きていくときに、覚えていてほしこと」「スナックさいばら」シリーズなど著書多数。13年ベストマザー
賞文芸部門。2017年10月より「りえさん手帳」を連載中。
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あります。間違ったアドバイスで逃げ
遅れてしまう場合もあります。我慢
をするのは勇気ではないです。我慢
するのは間違っています。おかしい
なと思ったらひとりで悩まず、必ず相
談してください。そして周りの人に相
談するだけで終わらず、さらにもう一
歩、専門家に相談して的確なアドバ
イスをもらってください。正しい知識
を持つことは、あなたの武器になりま
す。ぜひ勇気を出して電話をする。
チャレンジしてみてください。よろし
くお願いします。

※本メッセージの動画や描きおろし
漫画等「女性に対する暴力をなくす
運動」については下記HPに掲載して
います。ぜひご覧ください。
http://www.gender.go.jp/policy/
no_violence/no_violence_act/index.
html

※女性に対する暴力に関する事例や
相談窓口に関する情報は、下記HP
をご覧ください。
http://www.gender.go.jp/policy/
no_violence/index.html

暴力の入り口です。あなたたちを狙っ
て断れない状況に追い込みます。AV
への出演強要や、売春にもつながり
ます。絶対に「JKビジネス」というも
のに触れないで、近寄らないでほし
いです。そして入り口となっているの
がSNSです。悪い人たちは、あなた
たちを用意周到に待っています。怪
しい人、知らない人とは絶対につな
がらないようにしてください。
　また、これから大学生になってい
く女の子たちに多いのが、合コンで
すね。お酒に酔って体を触られたり、
脱がされたり、お酒に何か薬を入れ
られてしまったり。こうしたニュース
を何度も見ます。

　でもほとんどの女の子がそれを悪
いことだとか、いやなことだと思って
も言えないんです。言えないからこ
そ、どんどん酷くなっていく。少しで

もおかしいと思ったら、まず相談して
みてください。自分の名前を明かさ
ずに相談できる窓口もあります。「も
しかしたら」と思ったなら電話をして
いいんです。そうすれば専門家の意
見を聞くことができます。

○相談は専門家に――

　もしあなたがひどい目にあったとし
たら、まず最初に相談するのは、お
友達とかそういう親しい人かもしれ
ません。でも親しい人たちってみん
な素人なんです。だから的確な答え
が出せるとはかぎりません。私の周り
の親戚のおばちゃんからも、私が夫
に殴られた時、「我慢しなさい」「あん
たも悪いところがあったんでしょ
う？」「もう一回だけやり直してみよう
よ」と間違った答えが返ってきたんで
す。
　素人同士では解決できない問題も
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　APEC（アジア太平洋経済協力）と
は、アジア太平洋地域の21の国と地
域（「エコノミー」と総称しています）
が参加する経済協力の枠組みです。
その経済規模は、世界全体のGDPの
約6割、世界全体の貿易量の約5割
及び世界人口の約4割を占めています。
　アジア太平洋地域の経済発展のた
めには、女性の新たな経済機会の創
出が不可欠であるとの認識の下、
APEC域内の閣僚や民間参加者が一
堂に会する「女性と経済フォーラム」
が、毎年開催されています。2018年は、
9月3日～7日の5日間の日程で、パプ
アニューギニアの首都ポートモレス
ビーにおいて開催されました。日本
からは、田中良生内閣府副大臣、林
文子横浜市長などが参加しました。
　　

各エコノミー代表
（右から4 人目が田中副大臣、3 人目が林市長）

　このフォーラムでは、「デジタル時
代に女性と少女が前進する機会をつ
かむために」をテーマに、4つのサブ
テーマ（1）女性のデジタル経済への
参加促進、（2）あらゆる分野における
成長促進としてのジェンダー包摂と
エンパワーメント、（3）リーダーシッ
プ、（4）パートナーシップの構築と格
差の縮小、について議論が行われ、

Special Feature 特集

APEC
女性と経済フォーラム2018

内閣府男女共同参画局総務課

女性の参画と経済の成長について、
APECエコノミー間における情報及
び優良事例の共有やAPECとしての
取組についての議論が行われました。

女性と経済に関する政策パー
トナーシップ〔PPWE: Policy 
Partnership on Women and the Economy〕

（9月3・4日）

　PPWE においては、「2020年まで
に管理職に占める女性の割合を高め
るための個別行動計画」に関する各
エコノミーの取組や進捗の発表、
PPWEの今後3年間の戦略計画及び
女性と経済フォーラム声明案の議論
などが行われました。
　日本からは、日本のプロジェクト
「個別行動計画」に関して、第４次男
女共同参画基本計画で定めた数値目
標達成に向けた具体的取組の説明を
行いました。
　また、新たに創設する「女性と経済
に関する取組支援」（経産省）につい
て説明を行いました。

会議の様子（PPWE）

APEC BEST AWARD（5日）

　サイドイベント「APEC Business 

Efficiency and Success Target
（BEST）AWARD」において、日本
の岩切知美氏（株式会社成美 代表取
締役）が「Highest Growth Potential
賞」を受賞しました。
　「APEC BEST AWARD」は、
APEC 域内における女性の起業に対
するマスメディア、産業界及び官界
の関心を高めることを目的として2016
年から実施されています。本年は、9
つのエコノミーから12名の女性起業
家が参加しました。
　岩切知美氏は、「命を大切にする、
という祖母の教え」と「地元・大分県
豊後大野市の食文化」を次世代につ
なげたいという思いで起業しました。
地域の第一次産業（生産者）と顧客、
双方のニーズをとらえた加工食品の
開発・製造のビジネスモデルが高く
評価され、受賞に至りました。
　日本の受賞は、昨年に引き続き2
年連続となります。

BEST AWARD の受賞者・主催者・審査員

　このイベントでは、林横浜市長が
オープニングスピーチを行い、横浜
市の女性起業家支援の取組を紹介す
るとともに、女性起業家の皆さんに
エールを送りました。

2
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進や、政治分野男女共同参画推進法
の成立、女性がデジタル経済に参加
し利益を享受することの重要性、
STEM 分野への女性の参画促進の
取組などについてスピーチを行いま
した。なお、冒頭に、９月に発生し
た台風21号や北海道胆振東部地震に
対する各エコノミーからのお見舞い
の言葉に御礼を述べるとともに、防
災分野における男女共同参画の取組
を紹介しました。

田中副大臣によるスピーチ（HLPD）

　また、渡邉内閣府大臣官房審議官
からは、女性役員登用に向けた研修
や各企業による女性活躍状況の公表
など指導的地位の女性を増やす日本

Report

「APEC 女性と経済フォーラム2018」が、9 月3 日から7 日まで、パプア
ニューギニアの首都ポートモレスビーにおいて開催されました。その概
要と成果について、御紹介します。

林横浜市長によるスピーチ
※隣はパプアニューギニアの担当大臣

（APEC BEST AWARD）

女性と経済に関する官民対話
〔PPDWE : Public-Private Dialogue 

on Women and the Economy〕　　　　　　
　　　　　　　　　　（6日）

　官、民、学識経験者などから女性
リーダー等が参加し、4つのサブテー
マに沿って活発なパネルセッション
が行われました。

パネルセッション（PPDWE）
〔写真：APEC 公式ウェブサイトより〕

　また、林横浜市長が、IoTの活用
や女性リーダーの育成・登用におけ
る横浜市の取組を中心に、基調講演
を行いました。

林横浜市長による基調講演（PPDWE）

女性と経済に関するハイレベ
ル 政 策 対 話〔HLPD: High Level 
Policy Dialogue on Women and the Economy〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　（7日）

　最終日には、閣僚級による政策対
話が行われ、女性と経済に関する各
エコノミーの取組方針等についてス
ピーチが行われました。
　田中副大臣からは、長時間労働の
制限や同一労働同一賃金の取組など
の働き方改革を通じた女性の活躍促

APEC BEST AWARDで受賞した岩切さん

　APEC BEST AWARD へのチャレ
ンジは、自分へのチャレンジでした。
必須アイテムの英語が全く喋れない。
言い訳には充分すぎる事ですが、そ
んな私がアタック出来れば、これから
一歩を踏み出したい女性の大きな勇
気に成る！言い訳を超える事で、私自
身の成長と成美の取組の進歩に成る。
そんな思いで参加を決意しました。

　APEC において、各国代表の女性
起業家の方々とビジネスモデルのコ
ンペティションが出来た事で、少し
の勇気と努力があれば、女性は余す
パワーを発揮でき、そのパワーは世
界の経済を引率して行く源になると
実感しました。
　「最高の成長潜在能力（Highest 
Growth Potential）賞」の受賞に応え
ていくべく、成美は美味しい笑顔を
創り世界へ発信して参ります。

「APEC へのチャレンジ」 　　　株式会社成美　代表取締役　岩切知美さん
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国内の取組の説明と、APEC で日本
が実施しているプロジェクトの紹介、
来年３月にW20とWAW!を合同開催
することなど日本の国際的取組の説
明を行いました。
　会合の最後に、フォーラムの成果
である「APEC 女性と経済フォーラ
ム2018声明：デジタル時代に女性と
少女が前進する機会をつかむために」
が採択されました。
　声明のポイントは次のとおりです。
①�　女性がアジア太平洋地域の経済
的・社会的発展と繁栄に不可欠な
貢献をしていることを認識し、持
続可能かつ包摂的な経済成長を実
現する手段として、女性の十分な
地位向上を図るべく具体的な行動
をとることを約束。
②�　デジタル経済への参加促進によっ
て、女性がグローバル経済に参加す
る機会を創出すべく取り組むよう、
技能習得、STEAM 分野の能力開
発、デジタル男女格差の縮小等につ
いて、各エコノミーに要請。
③�　女性活躍を可能にする要因とし
て、働きがいのある人間らしい雇
用、教育、健康が重要。また、女
性が働く業界・分野別のアプロー
チを推進する。
④�　指導的地位にある女性の数は増
えているが、さらにできることがあ
る。指導的地位にある男性への働
きかけにも力を入れる。
⑤�　ジェンダー平等を完全に実現す
る上で男性の役割や民間部門の関
与とパートナーシップを適宜確保
することが重要。

　この声明は、11月のAPEC 首脳会
議に提出されます。

共同記者会見の様子

　フォーラムの開催期間中、田中副
大臣は参加エコノミーの出席者と、
女性活躍の状況や推進の取組につい
て意見交換を行いました。

チリのマリア・メリノ男女共
同参画副大臣との会談

　田中副大臣からは、日本の女性活
躍の取組について説明し、チリが議
長国となる来年のAPEC に対する期
待を述べました。
　メリノ副大臣からは、来年のチリ
APEC では３つの優先課題があり、
その１つが「女性と経済成長」である
ことや、日本の参加を楽しみにして
いるとの話がありました。また、政治
分野における女性活躍に関するチリ
の取組について、各政党の女性候補
者を40%以上とすることを定めると
ともに、女性候補者の割合が高い政
党に対しては、より多くの政党助成
金が支給されることになっており、そ
の増額分の使途は女性候補者育成の
ための研修等に制限されていること
の説明がありました。

田中副大臣とメリノ副大臣

米国・国際開発庁のミシェル・
ベッカーリング審議官との会談
　田中副大臣からは、女性がデジタ
ル経済に参加することは経済成長の
エンジンとなることや、働き方改革や
政治分野における男女共同参画など
日本の取組について説明しました。
　ベッカーリング審議官からは、来
年日本で開催するW20 に言及があっ
たほか、同一労働同一賃金に向けた
日本の取組をAPEC 内で共有してほ
しいことや、来年のAPEC で開催す
るSTEM 関連のワークショップに協
力してほしいとの話がありました。

米国との会談の様子

※�　声明や報告内容の詳
細は、男女共同参画局の
HP を御覧ください。　

Special Feature

APEC　女性と経済フォーラム2018
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　乳児用液体ミルクは、人工乳が液状で
容器に密封された調乳不要の乳児用食品
です。今年８月８日に、国内での製造・販
売に必要な安全基準等が整備され、今後、
事業者による製品開発と関係省庁におけ
る手続きを経て販売される見通しとなっ
ています。乳児用液体ミルクには、様々
な利点がありますが、その一つに、水や
燃料の確保が難しい災害時の活用が挙げ
られており、東日本大震災や熊本地震の
際、支援物資として被災地に届けられ、
非常に重宝されたという声もあります。�
今回は、災害時の乳児用液体ミルクの活
用に関する先進的な事例として、東京都
による海外からの緊急調達に関する協定
について紹介します。

○�流通企業を通じた海外からの緊
急調達協定について

　東京都では、国内メーカーによる乳児
用液体ミルクの発売以前に大規模災害が
発生した場合に備え、平成30年6月、災
害時に乳児用液体ミルクを緊急に調達で
きるよう、イオン株式会社と独自に協定を
締結しました。
　災害時、東京都はイオン株式会社に乳
児用液体ミルクの調達を要請し、これを
受け、イオン株式会社は海外メーカーか
ら乳児用液体ミルクを緊急輸入し、都に
供給するものです（費用は東京都が負担）。
また、緊急輸入の手続きが円滑に進むよ
う、東京都が国に対して必要な手続きを
依頼することとしています。

○�平成30年７月豪雨災害におけ
る緊急調達事例

　本協定の枠組みを活用し、東京都では、
平成30年７月豪雨災害において、岡山県

倉敷市からの要請をうけ、緊急調達を実
施し、救援物資として提供しました。
　今般の緊急調達は、災害救援法の適用
を受けた被災地に対する救援物資の輸入
として、以下の流れで進められました。
７月12日夜：倉敷市から東京都へ緊急調
達を要請。
７月13日：東京都はイオン株式会社へ調
達依頼。並行して関係省庁（厚生労働省、
農林水産省、東京税関、消費者庁）に、
救援物資としての輸入取扱に係る運用を
確認。
７月13日～20日：関係省庁、イオン株式
会社、倉敷市との間で、緊急輸入と輸送
に係る各種調整を実施。
７月22日～23日：乳児用液体ミルクの日
本への到着・通関手続き。
７月25日：2,100個の乳児用液体ミルクを
岡山県倉敷市へ提供。
　また、愛媛県からの要請をうけ、８月６
日、540個を愛媛県へ提供しました。
　なお、東京都では、今回調達した液体
ミルクはフィンランド製であることから、
被災地で安全に利用できるよう、日本語
による製品情報と取扱い説明を作成し、
乳児用液体ミルクと併せて提供していま
す。
　これらの乳児用液体ミルクは、被災自
治体の保育所等に配布されたということ
です。

○�乳児用液体ミルクについて、有用性
やこれまでの議論・手続の経緯につ
いて取りまとめました。詳細はHP
をご覧ください。

http://www.gender.go.jp/policy/saigai/
milk.html

T O P I C S Part 1

行政施策トピックス

災害時における乳児用液体ミルクの 
緊急調達に係る協定と調達事例（東京都）

内閣府男女共同参画局総務課

フィンランドより緊急調達した乳児用
液体ミルク。6か月未満児用（上）と6
か月～12か月児用（下）の2種類を調達
した。
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75点の中から、三菱電機㈱の製品三菱レ
ンジグリル（オーブンレンジ）RG-HS1が男
女共同参画担当大臣賞に選ばれました。
　家事参加の意欲がありながら、料理に
は躊躇してしまう男性の中には、失敗を
恐れ自ら心理的なハードルを作ってしまう
ケースも多いといいます。同製品は、小型
でありながらレンジ、オーブン、グリルの
３つの機能がストレスなく連携し、料理を
身近なものに変え、日々の夕食を作ってみ
ようという気にしてくれます。共働き世帯
の家事分担は気持ちの面ばかりが取り上
げられがちなところを、この商品はデザイ
ンから提案があり、男性の家事・育児参
加をプロダクトサイドから支援する良質な
取組であることが評価の理由です。
　今後、このような視点・発想から生み
出された製品やサービス等が広がってい
くことにより、男性の家事・育児への参画
が促されることが期待されます。

表彰式
　9月25日（火）に六本木ヒルズにおいて
表彰式が執り行われ、山下雄平内閣府大
臣政務官が男女共同参画担当大臣賞、少
子化対策担当大臣賞、消費者担当大臣賞
のプレゼンターとして登壇されました。表
彰式に引き続き、受賞企業・団体による
シンポジウムも行われました。

キッズデザイン賞について
　特定非営利活動法人キッズデザイン協
議会が主催する「キッズデザイン賞」は、
子どもの安全・安心と健やかな成長発達
につながる生活環境の創出、子どもを産
み育てやすい生活環境の実現を目指した
デザインの顕彰制度です。2007年（平成
19年）から始まったこの賞は今年で12回
目を迎えました。乳幼児用品や玩具など
の子ども用の製品・空間・サービスはもち
ろん、あらゆる年齢層が使うもので、子ど
もへの配慮や子ども目線を持った良質な
製品・空間・サービス、そのための調査
研究活動などが対象です。受賞作品には
「キッズデザインマーク」を使用することが
認められ、その成果を広く社会にアピー
ルすることができます。
　入賞作品の中から、最優秀賞として「内
閣総理大臣賞」１点、各部門優秀賞として
「経済産業大臣賞」４点、「少子化対策担当
大臣賞」２点、「消費者担当大臣賞」１点、
そして「男女共同参画担当大臣賞」１点が
授与されます。
　第９回（2015年）に設けられた男女共同
参画担当大臣賞は今年で４回目になりま
す。「子どもたちを産み育てやすいデザイ
ン部門」の中で、産前産後や子育て期の男
女が、子どもを産み育てながら社会参加
しやすい環境づくりを促す取り組みの中
で、最も優れた製品、空間、サービス及
び調査研究活動に贈られます。

今年の受賞デザインの紹介
　今年の第12回キッズデザイン賞には、
468点の応募があり、298点が受賞作品と
して「キッズデザインマーク」の使用が認
められました。そして、≪子どもたちを生
み育てやすいデザイン≫として受賞した

T O P I C S Part 2

行政施策トピックス

「第12回キッズデザイン賞」男女
共同参画担当大臣賞について

内閣府男女共同参画局総務課

●画像及びキャプション（上から）
　①キッズデザインマーク2018

②�三菱レンジグリル（オーブンレンジ）
RG-HS1

③�三菱電機株式会社担当者と 
山下大臣政務官
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１．女性が直接的に裨益する領域

DV
暴力
性犯罪

妊娠
出産
産後ケア

女性特
有の病気・
予防接種

リプロダ
クティブ
ライツ

生殖医療

２．「女性役割」とされてきた領域
　　（ケア労働）

乳幼児の
健康

子育て
教育

地域活動介護

３．男性と女性の状況・ニーズが
　　異なる領域（例）

雇用
労働

ひとり親
家庭

都市計画
インフラ
防災

農業
科学技術

図１
公共政策・予算の多様な領域（例）

作図：大崎麻子

図２
ジェンダー予算：導入点と実施主体の例

導入点 実施主体 
調査・研究・分析 研究機関、NGO

政策策定・分析 政府、議会、研究機関、
NGO

問題意識の向上

対象：一般市民、メ
ディア、財務官僚・
中央省庁の財務担当
者、行政機関職員、
議員

アドボカシー 
（啓発・提言）

NGO、研究機関、議
会や政府内で関心の
ある人々

監視（モニタリン
グ）機能・成果責
任（アカウンタビリ
ティ）の向上

政府、議会、会計検
査院、NGO、研究機
関

作図：大崎麻子
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　「ジェンダー予算」は、歳入と歳出から
成る「公共予算」が、ジェンダー平等を推
進する形で計画・執行されるようになるこ
とを目的としています。公共政策の領域は
多様であり（図１）、男女双方の意見やニー
ズが反映されるべきですが、多くの国々で、
予算編成・承認は男性中心で行われてき
ました。女性のニーズが充分に反映され
ず、その結果、男女間の格差や不平等が
温存・拡大されてきたという認識が共有
されています。また、経済合理性の観点
からも、ジェンダー視点の無い予算は、
限られた公共予算の非効率的な分配の仕
方だと認識されています。
　「ジェンダー予算」の導入点や実施主体
は多様です。（図２）分析の対象も、国、
中央省庁、地方自治体の予算と多様です
し、実施主体も、省庁や自治体の行政職員、
国会・地方議員、研究機関、NGOと多様
です。予算をジェンダーの視点から分析
し、それが男性と女性にどのような異なる
インパクトをもたらしているか、もたらし
うるかを検証し、公共政策・公共投資か
ら男女が平等に「機会」と「便益」を得られ
るようにするのが目的です。
　「歳入」を対象としたジェンダー予算と
して有名なのは、90年代の南アフリカの
VAT（付加価値税）の事例です。南アフリ
カでは、乾燥豆、パン、米、果物などの
食料品は非課税でした。しかし、貧困家
庭が煮炊きや照明や暖房に使うパラフィ
ンという固形燃料はVATの課税対象でし
た。貧困家庭、特に母子家庭の家計には
大きな負担です。そこで、女性支援NGO
とエコノミストのグループが協力して、
VATのジェンダー分析を行いました。そ
の結果、パラフィンからの税収はVAT全

体の1%にも満たないこと、したがって、
廃止しても税収にはほとんど影響が無い
ことがわかりました。そこで、貧困家庭（特
に母子家庭）への経済支援として課税の
廃止を提言し、政府が実行しました。
　また、私が関わったジェンダー予算の
一つは、モンゴル政府からの要請で2002
年に行った「ジェンダー視点に根ざした予
算立案のためのキャパシティ・ビルディン
グ（能力構築）」というイニシアティブで
す。当時、社会主義経済から市場主義経
済への移行期にあり、貧困が大きな問題
となっていました。特に女性世帯主の家
庭において貧困度合いが高まっていまし
たが、男性と女性の貧困状況の違いは分
析されず、貧困削減戦略や国の予算配分
にも反映されていませんでした。そこで、
財務省が主体となり、ジェンダー予算の
制度化の第一歩として、財務省と社会福
祉・労働省、国家研究機関、地方自治体
の中に「ジェンダー分析」ができる人材の
育成が始まったのです。研究機関では、
人材育成を兼ねて「雇用」と「社会保障及
び福祉」の領域で、現状やニーズのジェン
ダー分析調査を行い、その結果を政策策
定のためのベースラインとしました。今で
言う「エビデンスベースの政策立案」の土
台づくりです。また、NGOに対してもジェ
ンダー予算のワークショップを行い、効果
的な政策提言やアドボカシーを行えるよう
な支援を行いました。
　「日本では、どうすれば良いですか？」
とよく聞かれますが、まずはジェンダー分
析ができる人材を増やすことと、男女別
のデータやジェンダー統計を拡充すること
だと思います。次回は先進国での取組み
事例を紹介します。

連載／その１

ジェンダー主流化の20年（7）～ジェンダー予算の例①～
（特活）Gender Action Platform 理事  大崎 麻子

おおさき・あさこ／（特活）Gender Action Platform理事、関西学院大学客員教授
コロンビア大学国際公共大学院で国際関係修士号を取得後、UNDP（国連開発計画）開発政策局に入
局。UNDPの活動領域である貧困削減、民主的ガバナンス、紛争・災害復興等におけるジェンダー
主流化政策の立案、制度及び能力構築に従事した。現在は、フリーの国際協力・ジェンダー専門家
として、国内外で幅広く活動中。『エンパワーメント　働くミレニアル女子が身につけたい力』（経済界）。

Osaki Asako



「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言賛同者の取組

取組事例ファイル／団体編

一昨年「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言が公表され、現在190名を
越える男性リーダーが本宣言に賛同しています。今月は４名の賛同者の取組を紹介します。

2018年5月1日に開園した「はにかむ
保育園」

「はにかむ保育園」入園式での挨拶

女性活躍推進についてのオープンな対
話の様子（社員ネットワークにて）

日本から多数の女性社員が参加した
Women’s Conference（香港にて開催）

社内保育所でさらに働き易い職場を実現
　2018年２月の西部技研イノベーション
センターの開設に伴い、従来開発本部が
実験室として使っていた本社１階のエリ
アを改装し、５月に企業主導型保育事業
として「はにかむ保育園」を開園しました。
現在では社員の子供達９名に加えて、近
隣企業からも５名の子供達を預かってい
ます。預かり年齢は０歳から４歳までで、
午前8時から午後６時まで自社の就業時間
に合わせて開園し、昼食やおやつも自前
の調理室で提供しています。さらに、社
員を対象に初年度の保育料を無料にして
おり、対象者にとっては手厚い福利厚生
となっています。
　またここ数年の事業の拡大に伴い、女
性社員も、新卒、中途共に、パート職も
含めて積極的に採用しており、女性の職
域も設計職、開発職、品質保証職、製造
職と適宜拡大していますが、社内保育所

多様な人材への投資と育成
　バンクオブアメリカ・メリルリンチでは、
性別を問わず、社員の成長に投資し、多
様で有能な人材を確保し育成することが
当社の重要な使命と考えています。なか
でも我が国特有の文化的背景を鑑み、女
性社員の活躍を支援することの重要性を
強く感じています。当社の取組みの一例
として、約20名の女性社員を対象とした
スポンサーシップ・プログラムは、2018年
で４年目を迎えます。リーダーとして必要
なコミュニケーション能力の向上やブラン
ディング力の強化のためのワークショッ
プ、ロールモデルとなる女性幹部社員と
の対話や、ESG※関連のボランティア活動
等を通して女性リーダーの育成を図って
います。同プログラム以外にも、メンター
制度、社員ネットワークへの提携参加、
海外拠点で開催されるリーダー育成プロ
グラムへの派遣等、女性の活躍を推進す

を持っていることで、優秀な人材を採用
でき、地元企業の中でより特色のある存
在になっています。
　また、2017年４月に管理職の女性１名
が執行役員に昇進し、これにより経営会
議のメンバー８名中、２名が女性になりま
した。女性メンバーが増えたことで、月次
の経営会議そのものの論点が広がり、よ
り活発な議論が行われ、アウトプットの質
が向上しました。さらに2018年４月から
新たに女性の管理職が２名誕生し、より
重要な職務を担当していることは、後に
続く女性社員にとって、将来のキャリアパ
スが広がり、非常に良い刺激になってい
ます。

る様々な施策を実施しています。
　優秀な女性社員の採用にも注力した結
果、新卒および中途採用に占める女性の
割合は顕著に増加し、2015年度にはそれ
ぞれ30％、40％であったものが2017年度
には50％に達しました。また、フレックス
ワーク、ベビーシッター料金の補助、法
定産前産後休暇に加えて2週間の有給休
暇、10日間の配偶者出産休暇、15日間の
家族介護休暇等、制度面の充実を図り、
社員一人ひとりがより良いワークライフバ
ランスを実現し、十分に能力を発揮でき
るようサポートしています。今後も多様な
人材への投資、育成を推進し女性の更な
る活躍を後押ししていきたいと考えていま
す。

※�ESGとは、環境（Environment）、社会（Social）、
企業統治（Governance）の頭文字を取ったもの

隈 扶三郎
株式会社西部技研
代表取締役社長

瀬口 二郎
メリルリンチ日本証券株式会社 代表取締役社長
バンク・オブ・アメリカ・グループ 在日代表
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マイルストーンとした2018年度末までに
女性管理職比率5%という目標は1年前倒
しで達成し、現在は5.9％となっています。
　VUCA※の時代の中で持続的成長を遂
げていくには、性別や国籍等のデモグラ
フィックなダイバーシティのみならず、経
験・専門性など、異なる背景や価値観を
尊重し、違いに価値を見出し、その多様
な視点を組織や戦略に取り込んでいくこ
とが益々必要であり重要であると考えて
います。
　女性活躍推進から始まったダイバーシ
ティに関する取組は、この数年で女性の
みならず、様々な多様性をいかに活かし
ていくかという形に発展する中で、ダイ
バーシティなくして会社の未来はないと改
めて実感しています。

※�VUCAとは、 Volatility（変動性）、Uncertainty（不
確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）
の頭文字を取ったもの。

ダイバーシティなくして　会社の未来はない
　JTでは、会社の持続的な成長にはダイ
バーシティの推進が必要不可欠であると
考え、ダイバーシティ推進を経営課題の
一つとして位置づけています。
　私自身は、JTに入社し12年以上を海外
で勤務してまいりました。海外では、性別・
国籍・キャリアを問わず、多様な人財のア
イディアやアプローチ方法が活かされて
おり、ダイバーシティがもたらす恵みを肌
で感じてきた次第です。そのような経験
を踏まえると、日本に拠点を置くJTでは、
ダイバーシティの取組開始前の女性管理
職比率が1.3％と、同時期の海外グループ
会社の26%と比較して、かなり遅れてい
る状況でした。そこで、2013年より本格
的にダイバーシティ推進の取組を開始し、
その第一歩として、女性活躍推進を掲げ
ました。組織風土の変革や制度整備、キャ
リア支援等の様々な施策を展開した結果、

多様な支社メンバーと全体会議後の懇
親会での1コマ

入社式にて新入社員へ向け多様化の重
要性を語る姿

リフレッシュコーナーに掲示されてい
る「働くお父さんのためのパパプログ
ラム」

働き方の選択肢を増やすために
　本区では、保育所整備に代表される保
育環境の拡充等、次世代育成支援に係る
施策を区の最重要施策の一つとして重点
的な取組を進めています。子育て支援施
策等を推進する本区としては、区役所自
らが、女性職員の職場環境の向上に向け
た取組を実践していく必要があると強く
認識しています。
　毎週水曜日のノー残業デー及び毎週金
曜日の20時半の一斉消灯、月1日以上の
年次有給休暇の取得等を促しており、
2016年度から会議等、職務に合わせた柔
軟な勤務時間制度として時差勤務制度を
導入しました。時差勤務制度については、
導入当初から、特に女性職員から介護や
子育てに利用できないかとの声があり、ま
た、女性職員が活躍していくためには、
様々な働き方の選択肢を増やすことが重
要であると考え、現在試行・検証期間中

ですが、2018年8月から、介護や子育て
以外の自己都合による時差勤務制度を認
めています。
　さらに、女性職員の昇任意欲を醸成さ
せ、キャリアプランを作成する上で参考と
なるよう、女性係長等との座談会等の研
修を実施しています。
　女性職員への直接的な働きかけではあ
りませんが、職場環境の向上に向けて、
男性職員に対する育児支援を高めるため、
配偶者が出産する際の男性職員の連続５
日以上の休暇取得を勧奨しています。
　こうした取組を通して、女性職員の活
躍を推進することが質の高い区政運営に
つながり、さらには、文京区地域全体で
女性の活躍推進の機運が醸成され、活力
あふれる豊かな地域社会に結実していく
と考えています。

寺畠 正道
日本たばこ産業株式会社
代表取締役社長

成澤 廣修
文京区長
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○女性農業者がいきいきと働く環
境整備事業（福岡県）
　女性農業者は農業就業人口の半数を占
め、農作業や農村生活の重要な担い手と
なっていますが、機械や作業着など、女
性向け製品が少なく、不便を感じることも
多い状況となっています。本事業では、
県内企業との連携によって女性農業者が
働きやすい環境を整えるプロジェクト「ア
グレディ」として、企業のノウハウと女性
農業者のアイデアによる商品開発プロ
ジェクトを発足し、女性農業者のニーズ
に応える新商品の検討・開発を行いました。
　商品開発に当たっては、女子学生を加
えた検討チームを結成、女性農業者のニー
ズに若い世代の発想を加えて商品コンセ
プトを検討しました。その結果、本年度
は「保湿石けん」「足軽サポーター・５本指
ソックスセット」の２商品が開発され、ま
た、農業機械及び農作業着の商品化や改
良に向けたコンセプトが作成されました。
これらの取り組みは、ＪＡあぐりフェスタ、
女性農業者の大活躍大会、福岡県農林水
産まつり等でＰＲされたところです。本年
も引き続き、女性が扱いやすい農業機械、
草刈機、女性向け農業用品の開発に向け
たプロジェクトが進行しており、女性農業
者だけでなく、農業者全体の作業環境の
改善にもつながることが期待されていると
ころです。

○�交付金事業による取り組みの詳細は
HPをご覧ください。

http://www.gender.go.jp/policy/chihou_
renkei/kofukin/h29/jisshi_h29.html

　今回は、平成29年度・平成28年度補
正「地域女性活躍推進交付金」から２事業
を紹介します。

○�「森林女子」就業促進モデル事
業（徳島県）

　本県では、森林・林業からの地方創生
の実現を目指している一方、高齢化により
新規就業者の確保・育成が最大の課題と
なっています。近年、林業現場では機械
化が進み、女性の活躍も大いに期待でき
るようになりましたが、山林の中での労働
環境の改善が課題となっています。この
ような課題解決に向け、「『森林女子』就業
促進モデル事業」として、「女性が働きや
すい環境づくり」及び「林業現場体験会」
を実施しました。
　「女性が働きやすい環境づくり」では、
林業における女性ならではの課題の掘り
起しやネットワーク作りを行ったほか、林
業現場体験会参加者との意見交換を行い
ました。また、「林業現場体験会」では、
女性に限定した体験ツアーを実施し、女
性や若者が働いているモデル事業体での
「森林女子」の活躍の視察や林業現場にお
ける作業体験を行いました。当該ツアー
へは、県内外から12名が参加し、参加者
から林業即戦力の養成機関である「とくし
ま林業アカデミー」への入学者が出たほ
か、県内林業事業体への就業促進や目標
である30名の新規林業就業者の達成とい
う成果となりました。今後も更なる就業者
増を目指し、アピール活動の実施や、就
業環境の改善に取り組んでいくこととして
います。

連載／その2

地域における女性の活躍推進⑲
女性の力で地域の課題を解決する

内閣府男女共同参画局総務課

「林業現場体験会」における視察と作
業体験（徳島県）

商品開発チーム会合、報告や情報交換
の様子、商品の発表様子（福岡県）
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内容：�第１部・トークセッション1「女性起業家と取引企業の
マッチング事例」、トークセッション2「全国各地で活
躍する女性起業家の取組事例」、ランチ交流、第２部・
マッチングに向けてのプレゼンテーションセッション
ほか。

定員：別途募集参照

※�シンポジウムの詳細・参加申込みについては男女共同参画
局ホームページに掲載します。
http://www.gender.go.jp/public/event/2018/renkeievent.
html

2 Info 人事院

国家公務員ハラスメント防止週間
（12月4日～10日）
　ハラスメント防止週間の行事の一環として、講演会を下記
のとおり開催します。
●職場におけるハラスメント防止講演会
日時：�11月29日（木）�

10：00～12：00
場所：�さいたま新都心合同庁舎1号館�

5階共用会議室5-1（さいたま市）
テーマ：�ハラスメントのない�

職場を目指して
問合せ先：�人事院関東事務局第一課�

（TEL：048-740-2005）
●職場におけるハラスメント防止講演会
日時：11月30日（金）13：15～15：15
場所：福岡合同庁舎新館3階共用大会議室（福岡市）
テーマ：ハラスメントのない職場を目指して
問合せ先：人事院九州事務局第一課（TEL：092-431-7732）
●ハラスメント防止講演会
日時：12月3日（月）13：00～15：00
場所：広島合同庁舎1号館附属棟2階共用大会議室（広島市）
テーマ：ハラスメントのない職場を目指して
問合せ先：人事院中国事務局第一課（TEL：082-228-1182）

1 Info 内閣府

国・地方連携会議ネットワークを活用した男
女共同参画推進事業の開催
　内閣府男女共同参画局では、男女共同参画推進連携会議、
同会議構成団体等とともに、男女共同参画に関する理解を深
めるために、全国各地でシンポジウム等を開催しています。
平成31年1月、2月に開催するシンポジウムを御紹介します。
ぜひ奮って御参加ください。（参加費は無料）

＜1月開催予定のシンポジウムの御紹介＞
○�若年女性・少女をいかに地域で支えるか〜信頼でき
る大人をつくるプロジェクト〜（京都府更生保護女性
連盟等との共催）

　支援が行き届きにくい若年女性や少女の孤立を防ぎ、犯罪
の被害者にも加害者にもしないため、少女たちの現状と課題・
自分たちができる支援のしかたを話し合います。地域に信頼
できる大人を増やし、安心して暮らせる社会の実現を目指し
ましょう。
日時：1月26日（土）13：30～16：40
場所：�同志社大学室町キャンパス寒梅館ハーディーホール（京

都府京都市）
内容：基調講演、パネルディスカッションほか。
定員：850名

＜2月開催予定のシンポジウムの御紹介＞
○�関西女性活躍推進シンポジウム「関西は働きたい女
性を応援します！！」（仮称）（ひょうご女性の活躍推進
会議等との共催）

　「働きたい女性が日本で最も活躍できる地域・関西の早期
実現」の達成のため、基調講演、大学生からの提案発表及び
パネルディスカッションを行い、関西の現状と課題、そして
解決方策について共に考えましょう。
日時：2月13日（水）13：30～17：00
場所：兵庫県民会館9階けんみんホール（兵庫県神戸市）
内容：�基調講演「関西における企業の女性活躍推進の取り組

み状況とキャリアアップ支援について（仮）」「ライフシ
フト～　人生100年時代の人生戦略と女性活躍（仮）」、
大学生からの提案発表、パネルディスカッションほか。

定員：150名

○�企業×女性起業家のマッチングイベント　ビジネス
にも運命の赤い糸ってあるんです－WEPs（女性の
エンパワーメント原則）の実現に向けて－（一般社団
法人東京ニュービジネス協議会等との共催）

　企業と女性起業家の取引機会を提供する女性のエンパ
ワーメント促進事業を実施するとともに、様々な女性起業家
の活躍を全国に発信することで、都内だけでなく地域の女性
の社会活躍を促します。
日時：2月15日（金）10：30～16：15
場所：�イトーキ東京イノベーションセンター「SYNQA（シン

カ）」（東京都中央区）

共同参画情報部 Kyodo-Sankaku Information Board

［ News & Information ］

15



5 Info 国立女性教育会館（NWEC）

平成30年度「ＮＷＥＣグローバルセミナー」
開催
　「女性の活躍促進に向けた取組み　アイスランドの経験か
ら学ぶ」をテーマとして開催します。アイスランド女性権利協
会事務局長のブリュンヒルデ・ヘイア・オグ・オマースドッティ
ル氏がアイスランドにおけるジェンダー平等推進に関する基
調講演を行うほか、有識者によるパネルディスカッション「ア
イスランド専門家との対話－ジェンダー先進国を目指して」を
通じて女性の社会参画をめぐる日本の課題を議論します。

期　日：平成30年12月７日（金）13:00～16:30
対　象：テーマに関心のある者　80名
参加費：無料　※日英同時通訳付き
会　場：主婦会館プラザエフ（東京都千代田区）
　　　　JR・東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅徒歩1分
締　切：平成30年12月3日（月）

※詳細・お申込みはこちらをご覧ください。
https://www.nwec.jp/global/seminar/�
ecdat60000000qvg.html

6 Info 警察庁

絶対に許すな　子供への性犯罪
　11月は、「子供・若者育成支援強調
月間」です。警察では、子供の性被
害の撲滅に向け、各種施策を推進し
ています。
　児童ポルノの製造や児童買春を始
めとする子供の性被害は、子供の心
身に有害な影響を及ぼし、かつ、そ
の人権を著しく侵害する極めて悪質
な行為であり、絶対に許されるもの
ではありません。

　警察庁では、ウェブサイトに、
　　●子供の性被害の実態（統計資料）
　　●被害に遭わないための予防策
　　●中高生向け児童ポルノ被害防止啓発漫画
　　●トラブルに遭ったときの相談窓口
などを掲載していますので、是非ご活用ください。
　また、政府インターネットテレビでも子供の性被害防止に
関する番組を配信していますので、併せてご覧ください。
警察庁ウェブサイト
　⇒https://www.npa.go.jp/policy_area/no_cp.html
政府インターネットテレビ
　⇒https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16428.html

共同参画情報部 Kyodo-Sankaku Information Board

［ News & Information ］

3 Info 法務省

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　夫やパートナーからの暴力、
セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為、アダルトビデオ出
演強要・「ＪＫビジネス」問題など
といった女性をめぐるさまざまな
人権問題が大きな社会問題と
なっています。
　そこで法務省では、専用相談
電話「女性の人権ホットライン」
（☎0570－070－810（ゼロナナゼ
ロのハートライン））を設けて、女
性の人権に関する相談に応じています。今般、この相談活動
による取組の強化を目的として、11月12日（月）から同月18日
（日）までの７日間、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化
週間を実施します。
　通常、「女性の人権ホットライン」の相談受付時間は、平日
の午前８時30分から午後５時15分までですが、強化週間期
間中は、平日は受付時間を午後７時まで延長するとともに、
土曜日・日曜日も午前10時から午後５時まで電話相談を受け
付けます。
　電話は、最寄りの法務局・地方法務局につながり、相談は、
法務局職員又は人権擁護委員がお受けします。

4 Info 国立女性教育会館（NWEC）

平成30年度「学習オーガナイザー養成研修」
参加者募集
　「男女共同参画の視点に立った地域づくり」をテーマに、体
系的な学習プログラムを効果的に実践・展開できる人材であ
る「学習オーガナイザー」を養成する研修を開催します。
　男女共同参画の基本理念や取組の意義、社会状況や現代
的課題について把握し、個人の課題と社会的課題のつながり
について整理していくとともに、学習方法や評価など事業運
営に関する実務的な学びの場を提供します。
　男女共同参画の視点から、地域づくりを考え、地域や組織
の課題解決に結びつく企画力・実践力アップを目ざす、全国
からの参加者とともに学び合う３日間です。

期　日：平成30年12月12日（水）～14日（金）2泊3日
定　員：30名（参加費　無料）
対　象：�女性関連施設、公民館、行政、大学、NPOなどで、

研修・学習事業、女性のキャリア開発、女性の活躍
推進・地域づくりに係る事業等の企画・実施経験を
有する方

会　場：国立女性教育会館（埼玉県比企郡嵐山町）

※詳細は、こちらをご覧ください。
https://www.nwec.jp/event/training/g_gakusyu2018.html
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男女共同参画センターだより

姫路市男女共同参画推進センター

あいめっせ

News From Center Editor's Note

Kyodo-Sankaku

News From Center

　姫路市男女共同参画
推進センター “あいめっ
せ”は、2001年９月に、
男女共同参画推進の拠
点施設としてイーグレひ
めじ３階に開設し、学習
啓発、情報の収集・提供、
相談事業、市民活動支
援等を行っています。
　愛称の“あいめっせ”
は、「I message（アイメッ
セージ）」と「愛あるメッ
セージ」の合成語です。
誰もがジェンダーにとら
われず「私はこう思う・
こうしたい」というメッ
セージを発信し、それを
受け入れ認め合う男女共
同参画社会実現への思
いを込めています。
　センターにはホールの
他、料理室、創作室等の
貸室やグループ活動室、
図書情報コーナーがあ
り、市民や近隣市町の
方々に利用していただい
ています。
　11月には男女共同参画
の啓発に取り組む「あい
めっせ登録団体」と市が
共同で秋の恒例イベント
「あいめっせフェスティバ
ル」を開催します。登録
団体が中心となって企

画・運営を行い、日頃の
活動成果を発表するとと
もに活動の場である“あ
いめっせ”を広くPRする
機会として、ステージイ
ベントや団体紹介パネル
の展示、セミナー等の催
しを行います。
　夏には理工チャレンジ
事業として、理工系分野
に興味のある女子中学生
を対象に、市内の大学と
企業を訪問するバスツ
アーを実施しました。訪
問先では理工系分野の
体験学習や、女子大学
生・女性研究員から進路
選択や体験談を聞く機会
があり、参加した中学生
からは「理工系の道に進
みたいと思った」等の感
想がありました。

　今後も各種機関と連携
しながら、市民の皆さん
と男女共同参画の推進に
取り組んでまいります。

　11月12日から25日は「女性
に対する暴力をなくす運動」
期間です。期間中は、女性に
対する暴力の予防と根絶に向
け、地方公共団体や関係団体
との連携、協力のもと、イベ
ントや講演会等の様々な取組
が催されます。
　そして、パープルリボンの
着用や東京タワー、東京スカ
イツリー等をはじめ、全国各
地のタワーや建物でもライト
アップが行われる予定です。
　皆さんも、お近くのイベン
ト等に是非ご参加ください。

PS
　裏表紙は今年のこの運動の
啓発ポスターです。皆さん、
心当たりありませんか。

（編集デスク　K.H）

【11月号表紙】
　女性に対する暴力を根絶す
る運動のシンボルである
「パープルリボン」を中心に、
女性のアイコンを輪にするこ
とで、一人ではないことを表
現しています。
　デザイン／

株式会社スコープ
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【ポスター（B1）】

11月12日～25日
「女性に対する暴力をなくす運動」
配偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、
人身取引やセクシュアルハラスメント等、これらの暴力は、
人権を侵害するものであり、決して許されない行為です。 パープルリボン

パープルは女性に対する
暴力根絶のシンボルカラーです。

女性に対する暴力の根絶サイト

http://www.gender.go.jp/policy/
no_violence/index.html

https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/
shozaiannai/roudoukyoku/dl/kokinbushitsu.pdf

内閣府

女性　暴力 検索

各都道府県労働局雇用環境・均等部（室）所在地一覧

ひとりで悩まず、職場の窓口に相談を。職場に相談できない
場合は都道府県労働局などにも相談できます。

職場のセクシュアルハラスメント対策は事業主の義務です！

関
係
な
い
で
し
ょ
！

これもセクハ
ラ？

相手や周囲に配慮した言動を！

今日の服
かわいいね。

俺、好みだな。

痩せてきれいになったん
じゃない？

セクハラを決めるのは、


